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公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会 

設立 50周年記念行事・研究論文募集要項 

 

 

公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会（以下「本会」という。）では、

設立５０周年を記念して、下記の要項により研究論文を募集します。 

 

1. 本制度の趣旨  

(1) 持続可能で活力ある安全な国土・地域づくりを進めるべく、国、民間そ

れぞれの分野で様々な取組が進められています。中でも土地や建物等の不

動産については、人々の生活や地域経済の最も基礎的な基盤となるもので

あり、適切に評価、供給、流通、取引がなされ、あるいはまた投資が促進

されることによって、生活空間の質の向上や地域の再生につながるものと

期待されています。 

このような中、不動産及び本会に関わる不動産鑑定評価制度を将来に向け

て維持し、発展させていくためには、常日頃から不動産等の状況を分析し、

変化をとらえて研究していくことが必要となります。  

そのような視点から、不動産や不動産鑑定評価等に係る研究者並びに学生

諸氏に対してインセンティブを与え、不動産や不動産鑑定評価制度等に寄せ

られている社会の付託に応え、より一層の発展を図るため、研究論文の募集

を行うものです。  

 (2) 本会では、平成 27 年 10 月 1 日に設立 50 周年を迎えることから、今年

度においては、一般部門のほか、学生部門を設定のうえ、学生諸氏からも

研究論文を募ることにいたしました。  

なお、本会設立 50 周年ということを踏まえ、より多くの方々に、不動産

鑑定評価制度等について、興味と関心を持っていただきたいとの趣旨から、

新たな研究テーマを加え、不動産や不動産鑑定評価制度等に対して、より多

角的に研究、検討していただけるようにいたしましたので、皆様ご参加いた

だければと存じます。 

 

2. 研究テーマ  

下記研究テーマに係る学術論文、実証的調査研究論文とする。  
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【一般の部】  

(1) 不動産に関する理論的、実証的研究  

a．不動産市場と金融市場の活性化・国際化 

b．不動産市場の透明性（不動産インデックスのあり方）  

c．その他  

(2) 不動産鑑定評価の理論と実務に関する研究 

(3) 不動産鑑定評価に関連する業務（不動産カウンセリング業務等）の理論と

実務に関する研究  

 

【学生の部】  

(1) 不動産と環境について  

(2) 不動産の証券化について  

(3) 街づくりと都市再生について  

 a. 東京オリンピックに向けての街づくり  

 b. 魅力ある地方都市を目指しての街づくり その他  

(4) 少子高齢化時代の不動産の活用について (団地再生、空家対策等) 

(5) 中心市街地活性化策について  

(6) IT 技術等を活用した不動産流通市場の活性化について  

(7) 不動産の鑑定評価について  

(8) その他、不動産及び不動産鑑定評価に関わる事項について  

  ※ 論文は上記テーマを大項目とする内容で結構です。  

 

3. 応募資格  

(1) 一般の部  

個人の方（会員、非会員を問いません。ただし、鑑定業者名や団体会員  

名での応募は不可）。 

(2) 学生の部 

個人の方。平成２７年３月３１日時点で以下の条件を満たす方。 

  【所属】大学院、大学、短期大学、各種専門学校  

※ 学生の方が一般の部に応募することもできます。 

 

4. 応募規定  
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(1) 応募資格者への告示  

会報誌「鑑定のひろば」及びホームページ等で告知する。  

(2) 応募条件  

a. 未発表の論文に限る。他の研究との重複応募も禁じる。  

b. 1 人一篇とする。共同執筆も可。  

(3) 提出形式・タイトル等 

a. 論文は日本語で執筆のこと。  

b. 論文作成に当たってはパソコンを使用のこと（手書き原稿は不可）。  

・  A4 判サイズ用紙、タテ置き使用・ヨコ書き（40 字 36 行）。  

論文の構成は、表紙、要旨、本文とする（ただし、それぞれ別葉にす

ること）。  

・  記録媒体（CD-ROM 等）も併せて提出のこと。  

c. 表 紙  

次の事項を記載のこと。  

①  一般の部  

ア．研究テーマ  イ．氏 名  ウ．所属士協会等（会員の場合）  

エ．勤務先 オ．連絡先（郵便番号・住所、電話番号、FAX、E メール

アドレス）  

カ．不動産鑑定士以外の国家資格を有する者はその資格  

キ．共同執筆の場合は、共同執筆者全員の氏名を記載し会員・非会員の

別を明記する（ただし、代表者名の後に「代表」と記入する）。 

   ② 学生の部 

ア．研究テーマ  イ．氏 名   

ウ．所属学校名（学部学科等の詳細記入のこと。）  

エ．連絡先（郵便番号・住所、電話番号、FAX、E メールアドレス）  

オ．国家資格を有する者はその資格  

カ．共同執筆の場合は、共同執筆者全員の氏名を記載（ただし、代表者

名の後に「代表」と記入する。）。   

d. 要 旨  

「要旨（3,000 字程度）」を添付のこと。  

e. 本 文  
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① 制限字数 20,000 字（図表、注釈、参考文献等、及び c.表紙 d.要旨

は字数に含めない。） 

② 参考・引用文献については出典（著者・編者、文献の表題、出版社、

出版年）を明記のこと。  

③ 引用部分については、「 」をつける等して、明記のこと。  

 

5. 提出期限  平成 27 年 6 月末日（必着）  

 

6. 提  出  先  論文は「郵送」もしくは「宅配便」で受け付ける。  

 ＜郵送宛先＞  

 〒105‐0001 東京都港区虎ノ門 3-11-15 SVAX TT ビル 9 階  

 公益社団法人  日本不動産鑑定士協会連合会 業務課研究論文係 宛  

 

7. 審査担当  

研究論文選考審査会（50 周年記念行事実行委員会）  

 

8. 表彰賞金  

【一般の部】  

最優秀賞  表彰状、副賞 50 万円  1 篇  

優 秀 賞 表彰状、副賞 30 万円  1～2 篇  

奨 励 賞 表彰状、副賞 10 万円  2～3 篇  

【学生の部】  

最優秀賞  表彰状、副賞 30 万円  1 篇  

優 秀 賞 表彰状、副賞 20 万円  1～2 篇  

奨 励 賞 表彰状、副賞 10 万円  2～3 篇  

 

9. 入賞発表  入賞者に直接通知する。  

 

10. 表  彰  式  

平成 27 年 10 月に開催予定の「公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会

設立 50 周年記念式典」において表彰する。 
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11. その他  

(1) 応募論文は返却しない。  

(2) 入賞論文の著作権及び出版権は公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合

会に帰属するものとする。  

(3) 入賞作品は会報誌「鑑定のひろば」等で公表する。  

 


